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 図書館新刊書コーナーに、きれいなラッピングした「本のプレゼント」を置いています。図書委員が丁寧にラッ

ピングをしました。中身は本です。カードにかかれた「みんな泣いた！最高のラブストーリー 25万部突破！」

や「少し主人公のマネをしてしまうかも？」などなど。カードをもとにどんな本がはいっているか想像を巡らせ

てください。ラッピングを解いてみないといったいどんな本が入っているのかわかりません。 

ぜひ、借りてみてください。 

 

ジャンボかるた百人一首大会のご案内 

 

日時 令和5年1月13日（金）放課後 

場所 笠田高校 図書館 

 

B4サイズの厚紙に、百人一首の下の句が書かれています。 

読み手が百人一首を詠みますので、下の句が書かれたジャンボかるたを取ってくださ

い。下の句は、歴史的仮名遣いで書かれています。 

 

百人一首を覚えていてもいなくても、楽しめるのがジャンボかるた

のおもしろいところです。取り札の枚数をたくさん取った人が優勝

となります。 

参加した人には参加賞がもれなくあります。 

多くの参加者をお待ちしています。 
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★☆★冬休みに読むのにオススメする女性作家の本を3冊紹介します★☆★ 

★『ももこの21世紀日記』さくらももこ（著）幻冬舎 

いつ読んでもクスッと笑えるさくらももこの作品です。 

★『三千円の使いかた』原田ひ香（著）中公文庫 

人生のピンチを乗り越えるために、お金をどう貯めて、どう使うのか。さらっと読めるけれ

ど、実は考えさせれる作品です。 

★『スイートホーム』原田マハ（著）ポプラ文庫 

短編集なので、読みやすいです。一編の物語に、涙がほろりとこぼれる感動ものです。 



（岩波新書1946） 

『迫りくる核リスク 

～〈核抑止〉を解体する～』 

吉田文彦（著）  【319.8】 

（岩波新書1947） 

『「移民国家」としての日本 

－共生への展望』 

宮島喬（著） 【334.41】 

（岩波新書1948） 

高橋源一郎の飛ぶ教室 

－はじまりのことば 

高橋源一郎（著）【699.67】 

（岩波新書1949） 

『芭蕉のあそび』 

深沢眞二（著）【911.32】 

（岩波新書1950） 

『知っておきたい地球科学 

－ビッグバンから大地変動まで』 

鎌田浩毅（著）【450】 

（岩波ジュニア新書960） 

『読解力をきたえる英語名文３０』 

行方昭夫（著）【837.5】 

『本好きの下剋上 第五部』 

香月美夜（著）【913.6】 （岩波科学ライブラリー315） 

『環境ＤＮＡ入門 

－ただよう遺伝子を何を語るか－』 

源利文（著） 

コップ1杯の水から魚がわかる？【468】 

 
 
『マンガでわかる 

    パーソナリティ障害』 

岡田尊司（監修）/松本耳子（漫画） 

もっと楽に人とつながるためのヒント 【493.76】 

（なるにはBooks補巻２８） 

『港で働く』 

鑓田浩章（著） 

ガントリ－クレーン運転手・コンテナ荷役の班長・本船プ

ランナーEtc. 【683.94】 

（岩波ブックレット1072） 

『培養肉とは何か？』 

竹内昌治/日比野愛子（著）【648.2】 

『岩波講座 世界歴史１１』 

～構造化される世界 14～19世紀～ 

荒川正晴 他（編）【209】 

『若く逝きしもの』 

フランス・エミール・シッランパー（著） 

阿部知二（訳）      【993.613】 

『宮本常一の旅学』 

～観文研の旅人たち～ 

福田晴子（著） 

一冊の本を読むことと、一人の人間に出会

うことと、一度旅をすることは等しい。いず

れも、まだ知らない世界を見せてくれる。

（本文より）  【290.9】 

『ちはやふる五十』 

末次由紀（著）【726.1】 

『プラタナスの実 ７』 

東元俊哉（著）【726.1】 

『呪術廻戦２１』 

芥見下々（著）【726.1】 


